
第 1 回 いわき信用組合新現役交流会         2019 年 11 月 18 日開催 

   （うるしの実クラブ人材マッチング交流会）            会 場 パレスいわや 

 

         来賓  内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部 田川次長 

               東北経済産業局 地域経済部 産業支援課 三瓶課長 

 

  いわき信用組合 本多部長の司会により 13 時から、江尻次郎理事長のご挨拶で 

  新現役交流会が開始された。 

     ＜開会のご挨拶＞ 

           

      いわき信用組合 江尻 次郎 理事長のご挨拶 

      『福島県いわき市で初めての新現役交流会に対し、大いに期待している』 

       

      ＜来賓ご挨拶＞ 

            

          続いて、内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部 田川次長からのご挨拶 

          『新現役交流会は地方の活性化のための大変有力な手段として、大きな 

           成果を上げている。今日も一つでも多くのマッチングを期待したい。』 



        ＜留意事項の説明＞ 

                

      保田 新現役交流会サポート代表から、いくつかの留意事項について、コメント 

        『この新現役交流会は、新現役、中小企業、金融機関が三者対等の精神で、 

        出会う場である。企業の方には、新現役の方が、旅費を自己負担で来られた 

        ことを認識して、最後まで、疲れたと言わずに、面談いただきたい。』 

 

 

      ＜新現役交流会 面談の様子＞ 

   

   今回は 20 社に対し、39 人の新現役の方々が面談  延べ面談数 87 

 

   新現役の方からのコメント 

   『今回は、企業課題の内容が明確だったので、対応策を考えやすかった。 

        交流会によっては企業課題がはっきりしないものもあり、参加したくても 

    応募が難しいことがある。』 

 

   終了後、次のステップの二次面談で新現役のお話しをもっと詳しく伺いたいとの 

   意向が多くの参加企業から示された。 

 

 



    ＜ダイバーシティ人材との交流会の様子＞ 

   

  今回は、新現役交流会の他、第 2 部として、ダイバーシティ人材との交流会開催 

   いわき信用組合が、東京から 10 人の学生さんを公募し、参加企業との採用に 

   関する面談を行った。また、障害のある方と参加企業との面談も行われた。 

   新しい試みでした。 

 

 

＜新現役交流会会場 いわき市 パレスいわや＞ 

 
 

 

 

                              (写真・記事 SKS 塚本) 


